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幹事報告

no.40 発行 担当2023年5月16日 長友 岳夫・赤石 裕一郎

第3380回 2023年5月16日（火）

第3381回 2023年5月23日（火）

第3379回 2023年5月9日（火）

会員数（名誉会員3名を除く）
例会出席会員数
同上出席率

98名
71名

73.20％

前回の例会記録

今回の例会予定

次回の例会予定

出席状況報告

新会員入会式

第一生命保険株式会社 

須藤 裕之 会員

朝日生命保険相互会社

水井 孝昭 会員

・週報、ポスティング
・2023年５月のロータリーレート １ドル＝136円
・本日は、例会終了後、月初めの理事会を開催いたします。
理事・役員の方は、例会終了後、前方役員席にお集
まりください。

＊誕生日祝・結婚記念日祝(親睦委員会)

結婚記念日祝

誕生日祝

【ゲスト卓話】
宮崎県立看護大学教授　大館　真晴　様

【ゲスト卓話】
 ＮＰＯ法人ひむかおひさまネットワーク
代表　下津　義博　様

【インターアクト】
 宮崎学園高等学校  学校長　押方　修　様
　　　 〃 　　　　  教諭　　伊東　望　様
　　　 〃　　　　   インターアクト（生徒４名）
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ビジター会員

ローターアクトクラブ

谷次 一研 会員

米山奨学金交付

会長の時間

 川崎 建作 会長

チャットGPT

　皆さんこんにちは。みなさん毎年１月に、アメ

リカの調査会社の「ユーラシアグループ」により

「今年の１０大リスク」というのが発表されてい

るのをご存じでしょうか。今年も「2023 年の 10

大リスク」が発表されましたが、その１位と２位

については、多くの方の賛同を得ていると思われ

ます。その１０大リスクの１位は「ならず者国家

ロシア」。２位が「権力が最大化された習近平国

家主席」、ということです。ですから、この 1 位

と 2 位については多くの方がなるほどとご賛同い

ただけると思います。ところが、１０大リスクの

第３位というのが「テクノロジーの進歩による社

会混乱」というものでした、これはどういうこと

かというと AI= 人工知能の技術的進歩は社会の

信頼を損ない、ビジネスや市場を混乱させるとい

うものです。私は先日、自宅のPCを開いてみると、

Microsoft Bing の新しい AI 搭載のチャットモー

ドの無料お試しの案内が来ておりました。一度試

してみようと思い、「ロータリークラブ」と「入

会２５年」という２つの言葉使って何か文章を

作ってもらうことにしました。それで、10 秒程

度待っても作ってもらったのが以下の文章です。

「私は、２５年前にロータリークラブに入会しま

した。それ以来、私はロータリークラブの理念と

活動に深く感銘を受けています。私は、自分の職

業やスキルを生かして地域社会や世界の問題に貢

献することができると感じています。私は、様々

な職業や背景を持つ仲間たちと交流し、互いに刺

激しあい、学びあうことができると感謝していま

す。私は、ロータリークラブが持続可能な変化を

生むために人々が手を取り合って行動する世界を

目指していると誇りに思っています。

　私はこれからもロータリークラブの一員とし

て、超我の奉仕の精神で活動し続けたいと思って

います。私は、ロータリークラブが私に与えてく

れた機会や経験に感謝し、最も良く奉仕する者、

最も多く報いられるという標語を胸に刻みたいと

思っています。」

　以上が、「ロータリークラブ」と「入会２５年」

というたった２つの言葉を入力しただけで AI が

つくりあげた文章です。昨今、利用が急速に広がっ

ている「ChatGPT」は、まるで人間が書いたよ

うな自然の文章を作成でき、リポートや論文など

も簡単に作成できてしまうことから、教育現場や

社会生活に影響が及ぶと考えられております。こ

れが、「今年の１０大リスクの第 3 位」です。こ

れで会長の時間を終わらせていただきます。ご清

聴ありがとうございました。
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ゲスト卓話

宮崎県立看護大学教授

大館　真晴　様

 一、はじめに　

『古事記』は和銅５年（712 年）に成った、現存

最古の歴史書である。この『古事記』の序文には

以下のような一文がある。

古を稽へて（稽古）風猷を既に頽へたるに縄

したまひ、今を照らして（照今）典教を絶え

むと欲るに補ひたまはずということ莫し。

【訳】

古のことを学んで、すでに衰えてしまった風教道

徳を正し、そのことで今を照らして、現在、絶え

ようとしている道と教えを補わないということは

ない。　　　　　　　　（『古事記』上巻・序文）

　先の一文は、後に「稽古照今」という四字熟語

となり、後世に広く知られることとなる。「稽古」

（けいこ）とは、「古」のことを考えるの意で、「踊

りの稽古」・「お茶の稽古」など、現在でもよく用

）んこうょし（」今照「、てしそ。るあで葉言るれらい

とは、文字通り、「今に照らす」という意になる。

つまり、「稽古照今」とは、「古を学び、そのことを、

現在を生きる我々に活かして行く」という意にな

る。

　この「古」を学ぶことの重要さを述べた言葉が、

現存最古の歴史書である『古事記』に由来すると

いうのは誠に興味深いものである。本稿では、

古（いにしえ）から学ぶ
　　　　　～稽古照今～

「稽古照今」という言葉を手がかりに、古から現

在に続く宮崎の特質について述べてみたい。

 二、古代日向の物語～諸県君泉媛～

　『日本書紀』巻七・景行天皇十八年三月条の記

述によると、景行天皇が夷守（現在の小林市）に

て岩瀬川を眺めると、人々が大勢集まっており、

それは、諸県君泉媛が景行天皇に「大御食」（食事）

を献上せんと集っていたのだと記されている。こ

」君県諸「、はていつに」媛泉君県諸「、るす場登でこ

、は」媛泉「、れさとすわらあを」長首の方地県諸「が

諸県地方の水資源の豊かさを象徴するものとされ

ている。確かに現在の諸県地方も、霧島裂罅水や

「出の山湧水」など水資源の豊かな土地である。

この豊かな水資源は現在でも、「宮崎キャビア

1983」の誕生に寄与し、日本一の焼酎生産に恩

恵を与えているといってよい。

 三、古代日向の「山（陸）の幸」・「海の幸」

日向久湯評の人　漆部佐俾支、治 奉 牛 卅

　　　　　　　　　（『飛鳥藤原京木簡』2-1497）

　上記は奈良県橿原市にある藤原京跡から出土し

た木簡の一文である（木簡：墨で文字などが記さ

れた木片のこと、行政文書、荷札など様々な種類

がある）。藤原京は持統天皇・文武天皇・元明天

皇が都とした地で、このことから先の木簡が 684

年から 710 年の間に記された可能性が高いもの

と推測できる。

　注目すべきは、「日向久湯評」（現在の児湯郡）
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の人、漆部佐俾支（うるしべのさひき）が、牛

30 頭を朝廷に献上したという記載内容である。

このことは、牛 30 頭を献上するほどの生産力が

当時の日向国にあったことを示すものである。さ

らに、『続日本紀』（平安初期に編纂された歴史書）

によると、文武天皇 4 年（700 年）の記事には、

「諸国をして牧地を定め、牛馬を放たしむ」（諸国

に牧場を定め、牛馬を放牧した）とある。問題は

日向国に関する記述であるが、『延喜式』　（平安

中期における行政上の施行細則を記したもの）に

おいて、日向国の「牧」（官営の牧場）の数は６

例確認できる。この日向一国あたり 6 例という数

は、当時、全国でも５指に入るものである。この

ことも、古代日向国における牛馬の生産力の高さ

を推測させるものである藤原京木簡といい、古代

の日向国は、現在と同様に畜産に適した土地で

あったのだろう。

　次に古代日向の「海の幸」について述べてみたい。

その「海の幸」とは鰹ついてである。『延喜式』（平

安中期の法典）には、日向国が朝廷に納めるべき産

品として、綿・麻・鰒・斐紙・熟麻・胡麻子・茜等

と並んで、鰹（「堅魚」）が記載されている。

古代日向国において鰹（「堅魚」）は、朝廷に献ずべ

き重要な産品として位置づけられていたのである。

　現代においても、宮崎県の鰹は「近海かつお一

本釣り日本一」の漁獲量を誇り、重要な産品とし

て位置づけられている。

　 四、おわりに～「稽古照今」～

　現在の宮崎を代表する産品－牛・鰹・キャビア・

焼酎－、これらについて「古」を「稽」へると、牛・

鰹は古代においても日向国の重要な産品として位

置づけられる。キャビアや焼酎は、記紀の伝承等

に象徴されるような、豊かな水資源に支えられた

ものであった。現在、記紀が編纂されてから約

1300 年たつが、これらのことは、約 1300 年と

いう長い年月が経過しても、土地の特質というも

のは、そう変化するものではないということを

我々に教えてくれる。

　現代は、技術革新や国際化が加速度的に進む時

代である。そのような中にあって古の物語は、昔

から続くなにげないものの中に、案外重要なもの

が潜んでいるということを教えてくれているので

はないだろうか。
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本年度（2022～2023）宮崎ロータリークラブの目標 ＜会　　　長＞
＜副　会　長＞
＜幹　　　事＞
＜会報委員会＞

■例会日／毎週火曜日（12：30～13：30）
■例会場／宮崎観光ホテル（☎27-1212）

■事務局　宮崎市宮田町13番8号（田崎ビル）  TEL：24-4872　FAX：22-0288
URL：http://miyazaki-rc2730.jp　E-mail:m-rotary@miyazaki-rc2730.jp

❶ 70周年記念事業の開催と成功
❷ 池ノ上ガバナーエレクトの活動支援
❸ 会員数100名以上の堅持
❹ 例会出席率９０％以上
❺ ロータリー財団寄付一人当たり１００ドル以上
❻ 米山奨学会寄付一人当たり１０，０００円以上

川崎　建作
小倉　和彦
河東　太浩
赤石裕一郎
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